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1.  平成22年3月期第2四半期の連結業績（平成21年4月1日～平成21年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年3月期第2四半期 22,309 △7.6 768 △63.5 715 △65.4 365 △66.3
21年3月期第2四半期 24,150 ― 2,106 ― 2,065 ― 1,086 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年3月期第2四半期 17.11 ―
21年3月期第2四半期 48.24 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年3月期第2四半期 45,201 4,421 9.8 260.65
21年3月期 47,581 6,397 13.4 284.15

（参考） 自己資本   22年3月期第2四半期  4,421百万円 21年3月期  6,397百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
当社は定款において期末日を基準日として定めておりますので、四半期における配当は実施しておりません。 

1株当たり配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年3月期 ― ― ― 15.00 15.00
22年3月期 ― ―
22年3月期 

（予想）
― 15.00 15.00

3.  平成22年3月期の連結業績予想（平成21年4月1日～平成22年3月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  有   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 66,800 57.0 2,910 8.2 2,810 6.8 1,510 16.5 78.72
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4.  その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  
(注)詳細は、6ページ【定性的情報・財務諸表等】4.その他をご覧ください。 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重
要な事項等の変更に記載されるもの） 

(注)詳細は、6ページ【定性的情報・財務諸表等】4.その他をご覧ください。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる事項については、5ページ【定性的情報・財務諸表等】3.連結業績
予想に関する定性的情報をご覧ください。 

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年3月期第2四半期 22,530,000株 21年3月期  22,530,000株
② 期末自己株式数 22年3月期第2四半期  5,567,506株 21年3月期  17,105株
③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 22年3月期第2四半期 21,390,491株 21年3月期第2四半期 22,515,121株
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(財)財務会計基準機構会員 

(参考)個別業績予想 

平成 22 年 3月期の個別業績予想（平成 21 年 4月 1日～平成 22 年 3月 31 日） 

                                                         （％表示は対前期増減率） 

 
売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当期純利益 

1 株当たり 

当期純利益 

    百万円     ％   百万円     ％   百万円    ％    百万円    ％    円 銭

通 期 66,000( 58.8) 2,900( 9.1)  2,800( 7.6)  1,500( 16.9)        78.20

 (注)個別業績予想数値の当四半期における修正の有無 有 
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 当第2四半期連結累計期間における当社グループの経営状況は、世界経済において景気諸対策により景気後退に歯

止めがかかりつつありますが、依然として本格的な回復には至っておらず、引き続き厳しい状況が続くものと懸念さ

れております。造船業界におきましても海運市況の大幅な落ち込みが船舶需要を停滞させ、新造船の新規の商談が極

めて少ない等予断を許さない経営環境で推移しました。 

 このような状況のもと、当第2四半期連結累計期間の業績につきましては、売上高は223億9百万円（前年同四半期

比7.6％減）となりました。 

 減収の要因は、新造船工事は工事進行基準の適用により微増となりましたが、改修船工事が、改修船市況の悪化に

より隻数及び1隻当たり売上高共に減少したことであります。  

 損益は、営業利益7億68百万円（前年同四半期比63.5％減）、経常利益7億15百万円（前年同四半期比65.4％減）、

四半期純利益3億65百万円（前年同四半期比66.3％減）となりました。 

 減益の要因は、平成20年度に購入した新造船鋼材の影響及び改修船工事の収益減少であります。  

   

 事業の種類別セグメントの業績は次のとおりであります。 

  

(1)船舶事業 

 新造船工事について、海運市況の大幅な落ち込みにより船舶需要の停滞が続き、新造船の新規の商談が極めて

少ない等厳しい状況の中、投資設備の有効活用によるコスト削減・戦略的な資材費対策等を行い、収益の確保に

努めました。 

 改修船工事につきましても、改修船市況の悪化により、工事費用が抑制され、国内及び中国との価格競争によ

り、隻数及び1隻当たり売上高共に減少する等厳しい状況の中、顧客ニーズ（品質・納期）への的確な対応とコス

ト削減を行いました。 

 このような状況のもと、当第2四半期連結累計期間の業績については、売上高220億48百万円（前年同四半期比

6.4％減）、営業利益14億56百万円（前年同四半期比52.3％減）となりました。 

 また、受注高につきましては、23億98百万円となりました。この結果、受注残高は、1,320億28百万円となりま

した。  

  

(2)陸上事業 

 景気は、本格的な回復には至っておらず、公共・民間設備投資が減少する等厳しい状況が続きました。このよ

うな状況のもと、当第2四半期連結累計期間の業績につきましては、売上高1億35百万円（前年同四半期比68.0％

減）、営業損失10百万円（前年同四半期は営業損失9百万円）となりました。 

 また、受注高につきましては、3億39百万円となりました。この結果、受注残高は、2億20百万円となりまし

た。 

  

(3)サービス事業 

 景気は、本格的な回復には至っておらず、個人消費は、雇用情勢の悪化等により依然として厳しい状況が続き

ました。このような状況のもと、当第2四半期連結累計期間の業績につきましては、売上高1億24百万円（前年同

四半期比26.3％減）、営業損失10百万円（前年同四半期は営業損失23百万円）となりました。 

 また受注高につきましては、1億24百万円となりました。 

  

   

(1)資産 

 当第2四半期連結会計期間末における資産の残高は、452億1百万円となり、前連結会計年度末に比べ23億80百

万円減少いたしました。 

 流動資産の主な増減内訳は、工事進行基準を適用したこと等により受取手形及び売掛金が22億37百万円増加、

工事進行基準を適用しない新造船工事の仕掛品が8億14百万円増加したことと、自己株式の取得等により現金及

び預金が30億37百万円、未収消費税等が11億81百万円、前渡金が6億91百万円減少したことであります。 

 固定資産の主な減少内訳は、当第2四半期連結累計期間に取得した有形固定資産の額と減価償却費の増加との

差引により、有形固定資産が6億5百万円減少したことであります。 

【定性的情報・財務諸表等】

１．連結経営成績に関する定性的情報

２．連結財政状態に関する定性的情報
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(2)負債 

 当第2四半期連結会計期間末における負債の残高は、407億79百万円となり、前連結会計年度末に比べ4億4百万

円減少いたしました。 

 負債の主な増減内訳は、借入金が17億66百万円、前受金が7億51百万円増加したことと、支払手形及び買掛金

が13億55百万円、未払費用が5億85百万円、未払法人税等が4億90百万円、設備工事支払手形が3億56百万円減少

したことであります。 

  

(3)純資産 

 当第2四半期連結会計期間末における純資産の残高は、44億21百万円となり、前連結会計年度末に比べ19億75

百万円減少いたしました。 

 これは、主に自己株式の取得により自己株式が20億9百万円増加したことによるものであります。  

  

  

 平成21年5月13日に公表しました平成22年3月期の連結・個別業績予想（平成21年4月1日～平成22年3月31日）につ

いて、設備投資の有効活用によるコスト削減及び鋼材を含む資機材価格の動向を勘案し、以下の通り業績予想を修正

いたします。 

  

(1)平成22年3月期の連結業績予想数値の修正（平成21年4月1日～平成22年3月31日）  

  

(2)平成22年3月期の個別業績予想数値の修正（平成21年4月1日～平成22年3月31日）  

  

３．連結業績予想に関する定性的情報

  売上高  営業利益  経常利益  当期純利益  
1株当たり 

当期純利益  

  百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想（Ａ）  66,800 2,410   2,310   1,260 55.96

今回修正予想（Ｂ）    66,800   2,910   2,810  1,510 78.72

増減額（Ｂ－Ａ）   － 500   500  250 －  

増減率（％）   － 20.7   21.6  19.8 －   

（ご参考）前期実績 

（平成21年3月期)  
  42,554 2,689   2,631  1,295 57.55

  売上高  営業利益  経常利益  当期純利益  
1株当たり 

当期純利益  

  百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想（Ａ）  66,000 2,400   2,300   1,250 55.52

今回修正予想（Ｂ）    66,000   2,900   2,800  1,500 78.20

増減額（Ｂ－Ａ）   － 500   500  250 － 

増減率（％）   － 20.8   21.7  20.0 －  

（ご参考）前期実績 

（平成21年3月期)  
  41,556 2,657   2,601  1,283 56.99
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 該当事項はありません。  

  

  

①簡便な会計処理 

 1)一般債権の貸倒見積高の算定方法 

 当第2四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化がないと認

められるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。 

 2)たな卸資産の評価方法 

 たな卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額を見積り、

簿価切下げを行う方法によっております。 

 3)固定資産の減価償却費の算定方法 

 定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法

によっております。 

 4)法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

 繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異等の

発生状況に著しい変化がないと認められるので、前連結会計年度において使用した将来の業績予測やタック

ス・プランニングを利用する方法によっております。 

②四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理 

 該当事項はありません。  

  

  

① 請負工事に係る収益の計上基準については、従来、工事完成基準を適用しておりましたが、「工事契約に関

する会計基準」（企業会計基準第15号 平成19年12月27日）及び「工事契約に関する会計基準の適用指針」（企

業会計基準適用指針第18号 平成19年12月27日）を第1四半期連結会計期間より適用し、第1四半期連結会計期間

に着手（加工開始）した工事契約から、進捗部分について成果の確実性が認められる工事については工事進行基

準（工事の進捗率の見積りは原価比例法）を、その他の工事については工事完成基準を適用しております。 

 これにより、売上高は67億20百万円増加し、売上総利益、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益

はそれぞれ7億46百万円増加しております。 

 なお、事業の種類別セグメント情報に与える影響は、11ページ５【四半期連結財務諸表】(5)セグメント情報

に記載しております。 

② 前第2四半期連結累計期間において掲記していた「構築物及びドック船台（純額）」は、「造船業財務諸表準

則」（昭和26年運輸省告示第254号）が、平成21年4月1日をもって廃止されたことに伴い、第1四半期連結会計期

間より「構築物（純額）」として掲記しております。  

  

  

４．その他

(1)期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）

(2)簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

(3)四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
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５．【四半期連結財務諸表】 
 (1)【四半期連結貸借対照表】 

（単位：百万円）

当第2四半期連結会計期間末 
(平成21年9月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年3月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 4,210 7,248

受取手形及び売掛金 3,952 1,714

商品 8 7

仕掛品 21,485 20,670

原材料及び貯蔵品 147 169

その他 890 2,703

貸倒引当金 △6 △10

流動資産合計 30,688 32,503

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 2,931 3,004

構築物（純額） 1,662 1,721

機械装置及び運搬具（純額） 2,683 2,981

土地 4,567 4,567

その他（純額） 1,174 1,348

有形固定資産合計 13,018 13,624

無形固定資産   

その他 104 115

無形固定資産合計 104 115

投資その他の資産   

投資有価証券 462 414

その他 1,016 985

貸倒引当金 △90 △61

投資その他の資産合計 1,388 1,338

固定資産合計 14,512 15,078

資産合計 45,201 47,581

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 10,231 11,586

短期借入金 4,556 2,346

未払費用 1,083 1,668

未払法人税等 307 797

前受金 19,408 18,656

船舶保証工事引当金 72 65

その他 301 862

流動負債合計 35,959 35,984

固定負債   

長期借入金 1,669 2,112

再評価に係る繰延税金負債 1,184 1,184

退職給付引当金 1,897 1,837

役員退職慰労引当金 61 64

その他 6 1

固定負債合計 4,820 5,200

負債合計 40,779 41,184
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（単位：百万円）

当第2四半期連結会計期間末 
(平成21年9月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年3月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,200 1,200

資本剰余金 672 672

利益剰余金 3,136 3,108

自己株式 △2,014 △5

株主資本合計 2,994 4,975

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 16 11

土地再評価差額金 1,410 1,410

評価・換算差額等合計 1,426 1,421

純資産合計 4,421 6,397

負債純資産合計 45,201 47,581
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(2)【四半期連結損益計算書】 
【第2四半期連結累計期間】 

（単位：百万円）

前第2四半期連結累計期間 
(自 平成20年4月 1日 
 至 平成20年9月30日) 

当第2四半期連結累計期間 
(自 平成21年4月 1日 
 至 平成21年9月30日) 

売上高 24,150 22,309

売上原価 20,627 20,463

売上総利益 3,522 1,845

販売費及び一般管理費   

給料及び手当 241 269

役員退職慰労引当金繰入額 7 6

貸倒引当金繰入額 10 －

その他 1,157 801

販売費及び一般管理費合計 1,416 1,077

営業利益 2,106 768

営業外収益   

受取利息 8 1

受取配当金 7 5

受取保険金 － 11

還付加算金 － 5

その他 4 4

営業外収益合計 20 27

営業外費用   

支払利息 35 38

支払保証料 17 －

その他 8 41

営業外費用合計 61 80

経常利益 2,065 715

特別利益   

固定資産売却益 － 2

特別利益合計 － 2

特別損失   

固定資産除却損 167 6

貸倒引当金繰入額 － 28

ゴルフ会員権評価損 － 15

特別損失合計 167 51

税金等調整前四半期純利益 1,898 666

法人税、住民税及び事業税 860 322

法人税等調整額 △47 △21

法人税等合計 812 300

四半期純利益 1,086 365
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 

（単位：百万円）

前第2四半期連結累計期間 
(自 平成20年4月 1日 
 至 平成20年9月30日) 

当第2四半期連結累計期間 
(自 平成21年4月 1日 
 至 平成21年9月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 1,898 666

減価償却費 691 881

ゴルフ会員権評価損 － 15

受取利息及び受取配当金 △16 △6

支払利息 35 38

固定資産除却損 167 6

売上債権の増減額（△は増加） △675 △2,266

たな卸資産の増減額（△は増加） 1,246 △794

仕入債務の増減額（△は減少） 480 △1,233

前受金の増減額（△は減少） 2,707 751

引当金の増減額（△は減少） 108 89

その他 △902 △434

小計 5,742 △2,287

利息及び配当金の受取額 15 6

消費税等の還付額 898 1,578

利息の支払額 △32 △39

法人税等の還付額 － 126

法人税等の支払額 △704 △985

営業活動によるキャッシュ・フロー 5,920 △1,598

投資活動によるキャッシュ・フロー   

固定資産の取得による支出 △1,945 △829

有価証券の取得による支出 － △39

その他 14 △3

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,931 △871

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 41 2,410

長期借入金の返済による支出 △735 △643

自己株式の取得による支出 － △2,009

配当金の支払額 △336 △336

その他 △0 －

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,031 △579

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 2,957 △3,049

現金及び現金同等物の期首残高 5,889 7,206

現金及び現金同等物の四半期末残高 8,847 4,156
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 該当事項はありません。 

  

前第2四半期連結累計期間（自 平成20年4月1日 至 平成20年9月30日） 

当第2四半期連結累計期間（自 平成21年4月1日 至 平成21年9月30日） 

 （注）1．事業区分の方法は製品の種類・性質・製造方法等の類似性に基づく製品系列によっております。 

    2．各区分に属する主要な製品の名称 

 (1)船舶事業   貨物船・自動車航送旅客船・コンテナ船・自動車専用運搬船等の商船建造及び各種船舶・艦

艇の改造修理等。 

 (2)陸上事業   土木建設、太陽光発電システムの設置、農作物栽培装置。 

 (3)サービス事業 ホテルの経営・物品の販売等。  

    3．会計処理の方法の変更 

（当第2四半期連結累計期間） 

 請負工事に係る収益の計上基準については、従来、工事完成基準を適用しておりましたが、「工事契約に

関する会計基準」（企業会計基準第15号 平成19年12月27日）及び「工事契約に関する会計基準の適用指

針」（企業会計基準適用指針第18号 平成19年12月27日）を第1四半期連結会計期間より適用し、第1四半期

連結会計期間に着手（加工開始）した工事契約から、進捗部分について成果の確実性が認められる工事につ

いては工事進行基準（工事の進捗率の見積りは原価比例法）を、その他の工事については工事完成基準を適

用しております。 

 これにより、従来の方法によった場合と比較して、当第2四半期連結累計期間の船舶事業の売上高は67億20

百万円増加し、営業利益は7億46百万円増加しております。 

    4．追加情報 

（前第2四半期連結累計期間） 

有形固定資産の耐用年数の変更 

 当社及び連結子会社は、平成20年度税制改正に伴い、第1四半期連結会計期間より、機械装置の耐用年数の

見直しを行っております。これにより従来の方法によった場合と比較して、当第2四半期連結累計期間の船舶

事業の営業利益は70百万円減少し、陸上事業、サービス事業、消去又は全社の営業損失は、それぞれ0百万円

増加しております。   

  

(4)継続企業の前提に関する注記

(5)セグメント情報

【事業の種類別セグメント情報】

  
船舶事業 
（百万円） 

陸上事業
（百万円） 

サービス事業
（百万円） 

合計
（百万円） 

消去又は全社 
（百万円） 

連結
（百万円） 

売上高             

(1)外部顧客に対する売上高  23,558  422  169  24,150  －  24,150

(2)セグメント間の 

内部売上高又は振替高 
 －  474  365  839  △839  －

計  23,558  897  534  24,990  △839  24,150

営業利益又は営業損失（△）  3,051  △9  △23  3,017  △911  2,106

  
船舶事業 
（百万円） 

陸上事業
（百万円） 

サービス事業
（百万円） 

合計
（百万円） 

消去又は全社 
（百万円） 

連結
（百万円） 

売上高             

(1)外部顧客に対する売上高  22,048  135  124  22,309  －  22,309

(2)セグメント間の 

内部売上高又は振替高 
 －  52  237  290  △290  －

計  22,048  188  362  22,599  △290  22,309

営業利益又は営業損失（△）  1,456  △10  △10  1,435  △667  768
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 前第2四半期連結累計期間（自 平成20年4月1日 至 平成20年9月30日）及び当第2四半期連結累計期間（自

平成21年4月1日 至 平成21年9月30日）において、在外連結子会社及び支店がないため記載しておりません。 

  

  

 前第2四半期連結累計期間（自 平成20年4月1日 至 平成20年9月30日） 

 （注）1．国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。 

2．各区分に属する主な国又は地域 

3．海外売上高は、連結子会社が本邦以外の国又は地域に対して輸出していないため、当社の海外売上高を記載

しております。 

  

当第2四半期連結累計期間（自 平成21年4月1日 至 平成21年9月30日） 

 （注）1．国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。 

2．各区分に属する主な国又は地域 

3．前第2四半期連結累計期間において「その他の地域」に含まれていた「アフリカ」（前第2四半期連結累計期

間の売上高3億2百万円）は、重要性が増したため区分掲記しております。  

4．海外売上高は、連結子会社が本邦以外の国又は地域に対して輸出していないため、当社の海外売上高を記載

しております。 

  

  

当第2四半期連結累計期間(自 平成21年4月1日 至 平成21年9月30日) 

 当社は、平成21年5月29日及び平成21年8月24日開催の取締役会において自己株式の取得を決議し、平成21年8

月25日に実施しました。この結果、自己株式が20億8百万円増加し、当第2四半期連結会計期間末において自己株

式は20億14百万円となっております。 

【所在地別セグメント情報】

【海外売上高】

  アジア ラテンアメリカ その他の地域 計

Ⅰ．海外売上高（百万円）  8,435  10,718  302  19,455

Ⅱ．連結売上高（百万円）                 24,150

Ⅲ．連結売上高に占める海外売上

高の割合（％） 
 34.93  44.38  1.25  80.56

(1)アジア （シンガポール） 

(2)ラテンアメリカ （パナマ） 

(3)その他の地域 （リベリア） 

  アジア ラテンアメリカ アフリカ 計

Ⅰ．海外売上高（百万円）  24  17,976  2,825  20,827

Ⅱ．連結売上高（百万円）                 22,309

Ⅲ．連結売上高に占める海外売上

高の割合（％） 
 0.11  80.58  12.67  93.36

(1)アジア （大韓民国） 

(2)ラテンアメリカ （パナマ） 

(3)アフリカ （リベリア） 

(6)株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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【受注及び販売の状況】 

 (1)受注実績 

  ①受注高                                      

  

  ②受注残高    

   

 (2)販売実績                                      

  

  

  

６．その他の情報

事業の種類別 

ゼグメントの名称  

平成21年3月期第2四半期
連結累計期間 

(自 平成20年4月 1日 
  至 平成20年9月30日)  

平成22年3月期第2四半期
連結累計期間 

(自 平成21年4月 1日 
  至 平成21年9月30日)  

前連結会計年度
(自 平成20年4月 1日 
 至 平成21年3月31日) 

金額(百万円) 構成比(％) 金額(百万円) 構成比(％) 金額(百万円) 構成比(％)

船舶事業     62,325    99.5    2,398    83.8    64,630    99.1

陸上事業   146  0.2  339  11.8  250  0.4

サービス事業  169  0.3  124  4.4  301  0.5

合 計  62,641  100.0  2,862  100.0  65,181  100.0

事業の種類別 

ゼグメントの名称  

平成21年3月期第2四半期
連結累計期間 

(自 平成20年4月 1日 
 至 平成20年9月30日) 

平成22年3月期第2四半期
連結累計期間 

(自 平成21年4月 1日 
 至 平成21年9月30日) 

前連結会計年度
(自 平成20年4月 1日 
 至 平成21年3月31日) 

金額(百万円) 構成比(％) 金額(百万円) 構成比(％) 金額(百万円) 構成比(％)

船舶事業     167,520    100.0    132,028    99.8    151,679    100.0

陸上事業   38  0.0  220  0.2  16  0.0

合 計  167,559  100.0  132,249  100.0  151,696  100.0

事業の種類別 

ゼグメントの名称  

平成21年3月期第2四半期
連結累計期間 

(自 平成20年4月 1日 
 至 平成20年9月30日) 

平成22年3月期第2四半期
連結累計期間 

(自 平成21年4月 1日 
 至 平成21年9月30日) 

前連結会計年度
(自 平成20年4月 1日 
 至 平成21年3月31日) 

金額(百万円) 構成比(％) 金額(百万円) 構成比(％) 金額(百万円) 構成比(％)

船舶事業     23,558    97.5    22,048    98.8    41,704    98.0

陸上事業   422  1.8  135  0.6  548  1.3

サービス事業  169  0.7  124  0.6  301  0.7

合 計  24,150  100.0  22,309  100.0  42,554  100.0
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「参考資料 1」 

平成 22 年 3 月期 第 2 四半期（個別） 
 

   １．平成 22 年 3月期第 2四半期の個別業績（平成 21 年 4月１日～平成 21 年 9月 30 日）    (百万円未満切捨て) 

     (1)個別経営成績(累計)                             （％表示は対前年同四半期増減率) 

 売 上 高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

 

22 年 3 月期第 2四半期 

21 年 3 月期第 2四半期 

    百万円      ％

22,009( △6.2)

23,454( － )

   百万円      ％

  757(△63.7)

  2,088( － )

百万円      ％ 

  704(△65.6) 

  2,049( － ) 

百万円      ％

 362(△66.4)

1,080( － )

 

 1 株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 1株当たり

四半期純利益 

 

22 年 3 月期第 2四半期 

21 年 3 月期第 2四半期 

   円  銭

        16.97  

48.00  

円  銭

－ 

－ 

        

   (2)個別財政状態 

 総 資 産 純 資 産 自己資本比率 １株当たり純資産

 

22 年 3 月期第 2四半期 

21 年 3 月期 

百万円

44,893  

47,306  

百万円

4,279  

6,258  

％ 

9.5   

13.2   

円 銭

    252.29  

   277.98  

    (参考)自己資本    22 年 3 月期第 2四半期 4,279 百万円  21 年 3 月期 6,258 百万円 
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２．【四半期財務諸表】 

(1)【四半期貸借対照表】 

 

 

 

当第 2 四半期会計期間末 

（平成 21 年 9 月 30 日） 

前事業年度末に係る 

要約貸借対照表 

（平成 21 年 3 月 31 日） 

区分 金 額(百万円) 金 額(百万円) 

  

（資 産 の 部）   

Ⅰ．流 動 資 産  

 1.現 金 及 び 預 金 4,006 7,042 

  2.受取手形及び売掛金 3,896 1,631 

 3.仕 掛 品 21,417 20,659 

 4.原材料及び貯蔵品 133 151 

 5.そ の 他 889 2,702 

   貸 倒 引 当 金 △6 △10 

    流 動 資 産 合 計 30,335 32,178 

Ⅱ．固 定 資 産  

 1.有 形 固 定 資 産  

 (1)建 物 2,923 2,996 

(2)構 築 物 1,662 1,721 

  (3)機 械 装 置 2,526 2,808 

  (4)土 地 4,567 4,567 

 (5)そ の 他 1,315 1,504 

  有形固定資産合計 12,995 13,598 

 2.無 形 固 定 資 産  

   そ の 他 103 114 

無形固定資産合計 103 114 

 3.投資その他の資産  

  (1)投 資 有 価 証 券 462 414 

 (2)そ の 他 1,086 1,063 

     貸 倒 引 当 金 △90 △61 

  投資その他の資産合計 1,458 1,415 

14,557 15,128     固 定 資 産 合 計 

    資 産 合 計 44,893 47,306 
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当第 2 四半期会計期間末 

（平成 21 年 9 月 30 日） 

前事業年度末に係る 

要約貸借対照表 

（平成 21 年 3 月 31 日） 

区分 金 額(百万円) 金 額(百万円) 

    

（負 債 の 部）  

Ⅰ．流 動 負 債  

  1.支払手形及び買掛金 10,129 11,290 

 2.短 期 借 入 金 4,546 2,346 

  3.未 払 費 用 1,065 1,160 

4.未 払 法 人 税 等 299 797 

  5.前 受 金 19,397 18,654 

  6.船舶保証工事引当金 72 65 

 7.そ の 他 316 1,564 

  流 動 負 債 合 計 35,826 35,878 

Ⅱ．固 定 負 債  

 1.長 期 借 入 金 1,669 2,112 

 2.再評価に係る繰延税金負債 1,184 1,184 

 3.退 職 給 付 引 当 金 1,884 1,829 

 4.役員退職慰労引当金 48 43 

    固 定 負 債 合 計 4,787 5,169 

  負 債 合 計 40,613 41,048 

（純資産の部）  

Ⅰ．株 主 資 本  

 1.資 本 金 1,200 1,200 

 2.資 本 剰 余 金 672 672 

 3.利 益 剰 余 金 2,994 2,969 

 4.自 己 株 式 △2,014 △5 

  株 主 資 本 合 計 2,852 4,836 

Ⅱ．評価・換算差額等  

 1.その他有価証券評価差額金 16 11 

 2.土地再評価差額金 1,410 1,410 

  評価・換算差額等合計 1,426 1,421 

  純 資 産 合 計 4,279 6,258 

  負債、純資産合計 44,893 47,306 

     

(注)この四半期貸借対照表は、四半期財務諸表等規則に基づいて作成されておりますが、法定開示における 

レビュー対象ではありません。 
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(2)【四半期損益計算書】 

   (第 2 四半期累計期間) 

前第 2四半期累計期間 当第 2四半期累計期間 

(自平成 20 年 4月  1 日 (自平成 21 年 4月  1 日 

 

 

   至平成 20 年 9月 30 日)   至平成 21 年 9月 30 日)

区分 金 額(百万円) 金 額(百万円) 

 

Ⅰ．売 上 高 23,454 22,009

20,013 20,076

3,441

1,352

1,932

1,175

Ⅱ．売 上 原 価 

    売 上 総 利 益 

Ⅲ．販売費及び一般管理費 

    営 業 利 益 

Ⅳ．営 業 外 収 益 

2,088 757

 1.受 取 利 息 8 1

 2.受 取 配 当 金 7 5

 3.受 取 保 険 金 － 11

 4.還 付 加 算 金 － 5

4 3 5.そ の 他 

営 業 外 収 益 合 計 

Ⅴ．営 業 外 費 用 

20 27

 1.支 払 利 息 35 38

2.支 払 保 証 料 17 －

7 41

60 79

3.そ の 他 

営 業 外 費 用 合 計 

 経 常 利 益 

Ⅵ．特 別 損 失 

2,049 704

167 6

－ 28

－ 15

167 50

1,881

854

△53

654

314

△23

801 291

 1.固 定 資 産 除 却 損 

2.貸倒引当金繰入額 

3.ｺﾞﾙﾌ会員権評価損 

特 別 損 失 合 計 

 税引前四半期純利益 

  法人税、住民税及び事業税 

法 人 税 等 調 整 額

法 人 税 等 合 計

四 半 期 純 利 益 1,080 362

 

(注)この四半期損益計算書は、四半期財務諸表等規則に基づいて作成されておりますが、法定開示における 

レビュー対象ではありません。 
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「参考資料２」 

                                                            平成２１年１１月５日 

                                                                    内海造船株式会社 

                                                                          （コード番号７０１８） 

平成２２年３月期 第２四半期 決算の概要 

 

１．当第２四半期の業績について 

    当第２四半期は下表のとおり、前第２四半期に比べて、個別、連結とも減収減益の決算となった。 

                                                                       （単位：百万円未満切り捨て） 

区    分 
当第２四半期 

（Ａ） 

前第２四半期 

（Ｂ） 

比 較 

（Ａ－Ｂ） 

新 造 船 １９，９６０ １９，７８４ １７５

改 修 船 （５９隻）     １，８９７   （７３隻）     ３，２８３ （△１４隻）   △１，３８６

そ の 他 １５１ ３８６ △２３４

 

個 

 

別 計 ２２，００９ ２３，４５４ △１，４４５

 

売 

上 

高 

連         結 ２２，３０９ ２４，１５０ △１，８４１

  （注）個別・連結売上高の減収要因は、改修船市況の悪化により、改修船が隻数・１隻当たり売上高共に減少したこと 

である。 

 

  （注）新造船の内訳 

 

当第２四半期 （Ａ） 前第２四半期 （Ｂ） 比較 （Ａ－Ｂ） 
売 上 基 準 

船     種 隻 数 船     種 隻 数 隻 数 

プロダクトタンカー ３ コンテナ船 ２  

  自動車運搬船 １  

  プロダクトタンカー １  

  フェリー １  

工事完成基準船 

計 ３ 計 ５ △２ 

コンテナ船 ４ － －  
工事進行基準船 

計 ４ － － ４ 

合     計 ７  ５ ２ 

 

 

区       分 
当第２四半期 

（Ａ） 

前第２四半期 

（Ｂ） 

比       較 

（Ａ－Ｂ） 

個 別 ７５７ ２，０８８ △１，３３１営  業 

利  益 連 結 ７６８ ２，１０６ △１，３３７

個 別 ７０４ ２，０４９ △１，３４４経  常 

利  益 連 結 ７１５ ２，０６５ △１，３５０

個 別 ３６２ １，０８０ △７１７

 

 損 

 

 

 益 四半期 

純利益 連 結 ３６５ １，０８６ △７２０

（注）個別、連結損益の減益要因は、平成２０年度に購入した新造船鋼材の影響及び改修船工事の収益減少である。 
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２．新造船の受注状況について 

    景気の減速により、新規の商談が極めて少ない中、当第２四半期は受注成約には至らなかった。 

なお、受注残高は下表のとおり、引渡ベ－スで約３年間分の工事量を確保している。 

 

内         訳 当第２四半期末現在 

受  注  残  高 船       種 隻    数

コンテナ船 １２

貨物船 １１

 

１３１，３９８百万円 

 プロダクトタンカー ２

自動車運搬船 ２（注）進行基準適用船は、受注金額から売上 

   高を減額した額を受注残高としている。 合       計 ２７

 

 

３．株主配当について 

   平成２２年３月期は、前期に続き１株当たり１５円の期末配当を継続する予定である。 

 

 

４．平成２２年３月期の業績予想について 

 

平成２１年５月１３日に公表した平成２２年３月期の連結・個別業績予想（平成２１年４月１日～平成２２年３月３１日） 

について、設備投資の有効活用によるコスト削減及び鋼材を含む資機材価格の動向を勘案し、以下の通り業績予想 

を修正する。 

                                                                    （単位：百万円） 

連 結 個 別 
区 分 

前回予想 今回予想 増減額 増減率 前回予想 今回予想 増減額 増減率

売 上 高 66,800 66,800 － － 66,000 66,000 － －

営 業 利 益 2,410 2,910 500 20.7% 2,400 2,900 500 20.8%

経 常 利 益 2,310 2,810 500 21.6% 2,300 2,800 500 21.7%

当期純利益 1,260 1,510 250 19.8% 1,250 1,500 250 20.0%

１株当たり 

当期純利益 
55.96 78.72 － － 55.52 78.20 － －

 

 

 

５．役員の異動について 

  辞任取締役      

氏 名 備 考 

川島 隆明 株式会社カレイド・ホールディングス 

飯尾 琢也 株式会社カレイド・ホールディングス 

   （注）平成２１年８月２５日付 

 

 

 

（おわり） 
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